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都市近郊でのニホンミツバチの飼育

を目的とした｢日本蜂研究会｣設立

町田市,府中市,三鷹市,小金井市,茅 ヶ崎

市,横浜市など都市近郊での二ホンミツバチ愛

好者,研究者など17名によって,｢日本蜂研究

会｣が 1995年 10月 28日に設立 した.

分蜂群の収容,飼育,増殖法の技術指導や青

木圭三氏と吉田忠晴氏によって開発 ･改良され

たAY巣箱,須藤頼男氏の考案による盗蜂防止

器の斡旋や会報 ｢-チの知 らせ｣(年 1回)が発

行される.

事務局は会長,青木圭三宅 (〒194-02 東京

都町田市相原町 1215).年会費は 1000円.

玉川大学 ミツバチ科学研究施設から

新年おめでとうございます

多くの方々より賀状をいただきました.この

場をかりて,新年の挨拶に変えさせていただき

ます.

本年は日本昆虫学会 ･日本応用動物昆虫学会

合同大会 (山口大学 ･3月),国際花粉媒介 シン

ポジウム (カナダ･6月),国際昆虫学会 (イタ

リア･8月) でのスタッフの研究発表やベ トナ

ム ･-ノイでの第 3回アジア養蜂研究協会大

会の開催 (10月)などが予定されている.

本年 もよろしくお願いいたします.

ミツバチ科学研究施設
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編集後記

日本プロポリス協議会のお世話で鈴鹿高専の鈴

木教授らから,水溶性プロポリスとの併用による

抗癌剤の副作用の軽減や腫癌抑制の活性化につい

て,徳島文理大の佐藤教授らから,ヒアルロニダー

ゼおよびヒスタミン遊離阻害作用に基づくプロポ

リス製品の生化学的品質評価の2題の研究報告を

掲載することができた.ニホンミツバチとセイヨ

ウミツバチの扇風行動の相違点に関する生田民ら

の報告は,卒業研究論文をまとめたものである./∫

野講師らのネイチャー誌に公表した論文は,各国

で大きな注目を集めているが,本誌表紙に蜂球温

した.神奈川県農総研から研究員として釆学中の

浅田氏にマル-ナバチの病気の翻訳をお願いした.

岡田名誉教授の寄稿にお礼申しあげる. (忠)


